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  危機管理統括監 防災危機管理室 

タ イ ト ル 道の駅伊勢志摩に防災倉庫等を整備しました 

 

概 要 

 

 

 

 

 

 

令和３年６月に国土交通省に三重県唯一の防災道の駅として選定され

た道の駅「伊勢志摩」につきまして、令和５年度に防災拠点機能の強化

に係る整備事業を実施しました。 

 

〇整備概要 

①防災倉庫（道路啓開用）の設置 

 大規模災害時に救助機関が拠点として展開する道の駅伊勢志摩までの

進出ルートを早期に確保するために必要な資機材を収納する倉庫を設置

しました。 

 

②道の駅伊勢志摩の災害対応力の強化に向けた整備 

 救助機関の拠点としての役割をになう道の駅伊勢志摩の機能強化 

 （１）非常用電源の確保 

・ソーラパネル 及び 蓄電池の設置 

 （２）救助機関の活動に必要な物資等の確保 

・受水槽の改修 

・トイレ関係用品（１週間分）の調達・備蓄 

 （３）拠点と災害対策本部等との通信手段の確保 

    ・衛星携帯電話（イリジウム）の配備 

 

今後は、災害時の運用に向けて救助機関と協同での訓練の実施や防災

道の駅の役割の周知、また必要資機材の配備を計画しています。 

 

お 問 合 せ 先 

 

志摩市 危機管理統括監 防災危機管理室  担当：奥野 

TEL 0599-44-0203  FAX 0599-44-5252 

e-mail okuno-hideki@city.shima.mie.jp 
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